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最
近
お
会
い

す
る
先
輩
た
ち

か
ら
、「
関
大
も

少
し
動
き
出
し

ま
し
た
ね
」
と

言
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ

た
。
今
年
は
十

一
月
に
挙
行
さ
れ
る
創
立
百

二
十
周
年
の
記
念
式
典
や
記

念
事
業
を
中
心
に
、
大
学
と

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
学
内
外
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
▼

そ
し
て
平
成
十
九
年
四
月
に

は
、
総
合
情
報
学
部
開
設
以

来
と
な
る
政
策
創
造
学
部
が

新
設
さ
れ
る
。
工
学
部
も
全

面
的
に
改
組
・
再
編
さ
れ
、理

学
分
野
を
含
む
三
学
部
に
生

ま
れ
変
わ
る
。
さ
ら
に
各
学

部
で
も
多
く
の
教
学
上
の
改

革
が
行
わ
れ
、
全
学
的
に
デ

イ
タ
イ
ム
・
フ
レ
ッ
ク
ス
コ

ー
ス
の
統
合
が
実
施
さ
れ
る

▼
少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、

大
学
間
の
競
争
は
今
後
一
層

激
し
く
な
り
、
各
大
学
は
ま

さ
に
生
き
残
り
を
か
け
た
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

本
学
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
多

様
な
改
革
に
着
手
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
平
成

十
八
年
は
、
こ
れ
か
ら
綴
ら

れ
る
本
学
の
百
五
十
年
、
二

百
年
の
歴
史
の
中
で
も
お
そ

ら
く
大
き
な
一
ペ
ー
ジ
と
し

て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
▼
本
紙
は
、
そ
の
意
味

で
こ
れ
ら
の
情
報
を
学
内
の

構
成
員
の
み
な
ら
ず
、
社
会

や
受
験
生
に
対
し
て
タ
イ
ム

リ
ー
に
提
供
し
て
い
く
重
要

な
使
命
を
担
っ
て
い
る
。

（
岡
田

弘
行
）

２

面

学
長
選
挙
を
公
示

３

面

誠
之
館
一
号
館
解
体
跡
地
を
整
備

４
・
５
面

特
集

関
西
大
学
商
学
部
創
設
１００
周
年
記
念
事
業

６

面

平
成
十
八
年
度
「
関
西
大
学
の
経
営
理
念
・
基
本
方

針
」
に
基
づ
く
行
動
計
画
に
つ
い
て

７

面

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
夏
期
集
中
・
後
期
開
講
講
座
案
内

８

面

特
集

音
色
を
楽
し
む
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昨年制定された「会社法」が、５月１日
から施行された。「会社法」という語を聞い
たような、と思う人は少なくないであろ
う。しかし、言葉としては昔から存在して
いたが、「会社法」という法律が存在しなか
ったことを知る人は多くはないであろう。
そもそも「法」という日本語は、欧米のよ
うに条文としての狭義の「法律」または「法
典」とその法を含めた関係法全体の広義の
「法」を区別して表現するのが困難だから
である。

明治３２年に制定された
「商法」の中に、第二編
「会社」が含まれ、また
別に昭和１３年に制定され
た「有限会社法」が存在
した。商法は、ドイツ法
に倣い制定され、第二次
大戦後財閥解体とともに
アメリカ法の影響により
改正され、現在の資本主
義の発展の元となる証券
取引法が制定されたので
ある。その後の改正も、

平成になり、その頻度が増して年２回のこ
ともあった。商法が改正されると会社関係
法令も改正される。その結果、商法と関係
法令は継ぎ接ぎになってしまったため、商
法の条文と関係法令の条文を調べるのに、
２冊の六法を並べる必要があった。片仮名
交じりの法律の現代法化のための改正の必
要性等により、今回の「会社法」制定とな
った次第である。
「会社法」制定による改正点はいくつか
ある。まず、有限会社法が廃止され、「会社
法」により、会社とは、株式会社、合同会
社、合名会社、合資会社の４種をさすこと
になり、合同会社、合名会社、合資会社の
３種を総称して持分会社と呼ぶ。次に、コ
ーポレート・ガバナンス（企業統治）とし
て、会社の経営の制度設計の自由度が増し
たこと、そして、会社経営の健全性の確保
のために、大会社に内部統制システム（取
締役の職務執行が法令・定款に適合するこ
と等、会社の業務の適正を確保するための
体制）の構築の基本方針の決定を義務付
け、中小企業の計算書類の正確性の向上等
を図るために会計参与制度の創設、会計監

査人の任意設置の範囲が拡大された。さら
に、バブル崩壊後の景気浮揚政策の一つと
しての一円株式会社起業の延長で最低資本
金制度が廃止されたこと、等がある。
では、これで万事解決となったのであろ
うか。関係条文を探し出すことが容易にな
った実感も持てず、疑問を感じている人が
多いのも事実である。特に教師にとって厄
介なことは、経営組織の自由度が増したこ
と、すなわち複雑になった組織をどう分か
り易く説明するのかという難問が与えられ
たのである。また、経営者も、会社法を交
通規則と同様、事故を起こさない限り、そ
の存在すら認識していない場合も少なくな
い現状で、果たして？ という危惧を感じ
るからである。「会社法」は経営者のために
だけ存在するのではない。会社経営の健全
性を確保し、株主および会社債権者の保護
を図るため、株式会社規制の見直しとして
制定された「会社法」であるはずが、経営
の視点からのみの改正であったことが判明
すれば、近い将来また大改正されることも
否定できないかもしれない。

（法学部教授）

田村 詩子
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関
西
大
学
の
現
学
長
で
あ
る
河
田
悌
一
文
学
部
教
授
の
三
年
の
任
期
が
こ
の
九
月
に
終
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
左
記
の
よ
う
な
「
お
知
ら
せ
」
が
学

長
、
七
学
部
長
、
外
国
語
教
育
研
究
機
構
長
、
法
務
研
究
科
長
及
び
会
計
研
究
科
長
の
連
名
で
、
五
月
二
十
二
日
付
で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

文
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
学
長
選
挙
規
程
大
綱
」
も
、
掲
示
及
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
左
記
に
再
掲
し

ま
す
。

以
上
の
大
綱
に
基
づ
き
、
五
月
十
七
日
に
七
学
部
長
、
外
国
語
教
育
研
究

機
構
長
、
法
務
研
究
科
長
及
び
会
計
研
究
科
長
か
ら
な
る
学
長
選
挙
管
理
委

員
会
が
発
足
、
五
月
二
十
二
日
付
の
学
長
選
挙
公
示
第
一
号
に
よ
る
と
、
学

長
選
挙
管
理
委
員
長
と
し
て
森
岡
孝
二
経
済
学
部
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
六
月
七
日
に
学
長
選
挙
公
示
第
二
号
と
し
て
、
学
長
選
挙
管
理
委
員

会
の
名
で
今
回
の
学
長
選
挙
日
程
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
公
示
は
す
で
に
掲
示
及
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
紹
介
す
る
と
左
表
の
と
お
り
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
諸
君
は
除
斥
投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
た
後
、
投
票
締

切
日
で
あ
る
七
月
八
日
（
土
）
ま
で
に
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
除

斥
投
票
の
結
果
は
、
公
示
及
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
七
月
二
十
九
日
（
土
）
の
学
長
選
挙
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
新

学
長
の
横
顔
は
、
本
紙
の
十
月
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

学
長
選
挙
規
程
大
綱

１

学
長
は
、
次
の
手
続
き
に
よ
る

選
挙
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
理
事

会
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。

２

学
長
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者

は
、本
学
の
専
任
の
教
授
と
す
る
。

学
長
の
任
期
は
３
年
と
し
、再
任
を

妨
げ
な
い
。た
だ
し
、引
き
続
き
９

年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３

学
長
候
補
者
選
出
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
、
各
学
部
長
、
外
国
語

教
育
研
究
機
構
長
、
法
務
研
究
科

長
及
び
会
計
研
究
科
長
は
選
挙
管

理
委
員
会
を
構
成
し
、
委
員
長
は

互
選
と
す
る
。

４

選
挙
管
理
委
員
長
は
、
各
学

部
、
外
国
語
教
育
研
究
機
構
及
び

法
務
研
究
科
の
教
育
職
員
か
ら
各

１０
名
並
び
に
会
計
研
究
科
の
教
育

職
員
か
ら
５
名
並
び
に
大
学
事
務

職
員
か
ら
１０
名
の
学
長
候
補
者
選

考
委
員
の
選
出
を
求
め
る
。
な

お
、
選
考
委
員
の
選
挙
権
及
び
被

選
挙
権
は
、
教
育
職
員
及
び
大
学

事
務
職
員
の
全
員
に
あ
る
。

５

学
長
候
補
者
選
考
委
員
会
は
、

学
長
候
補
者
３
名
を
選
出
す
る
。

そ
の
選
出
は
、
投
票
に
よ
り
２
名

連
記
と
し
、
上
位
３
名
を
学
長
候

補
者
と
す
る
。

６

前
項
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
３
名

の
学
長
候
補
者
に
つ
い
て
、
選
挙

管
理
委
員
会
は
、
全
学
に
対
し
て

公
示
を
行
う
。
公
示
内
容
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

�
氏
名

�
生
年
月
日

�
履

歴
（
学
歴
、職
歴
）及
び
研
究
分
野

�
抱
負

７

こ
の
３
名
の
学
長
候
補
者
に
つ

い
て
、
全
在
籍
学
生
（
専
任
の
教

育
職
員
又
は
大
学
事
務
職
員
た
る

地
位
を
有
す
る
者
を
除
く
）
は
除

斥
投
票
を
行
う
。
こ
の
場
合
、
学

長
候
補
者
が
公
示
さ
れ
た
日
に
お

け
る
全
在
籍
学
生
の
３
分
の
１
以

上
の
者
に
よ
っ
て
除
斥
さ
れ
た
候

補
者
は
除
か
れ
る
。
２
名
以
上
の

候
補
者
が
失
格
し
た
と
き
は
、
選

考
委
員
会
は
再
度
学
長
候
補
者
を

補
充
選
考
す
る
。

８

以
上
の
手
続
き
を
経
た
学
長
候

補
者
の
中
か
ら
、
専
任
の
全
教
育

職
員
に
よ
っ
て
最
終
的
に
学
長
を

選
出
し
、
理
事
会
に
推
薦
す
る
。

以

上

学
長
選
挙
の
日
程

学
長
選
挙
の
日
程
を
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

○
学
長
候
補
者
選
考
委
員
会

６
月
１４
日
（
水
）

○
学
長
候
補
者
の
公
示

６
月
１５
日
（
木
）

○
学
長
候
補
者
に
対
す
る
学
生
の
除
斥
投
票

・
投
票
用
紙
な
ど
の
発
送

６
月
２３
日
（
金
）

・
投
票
の
締
切

７
月
８
日
（
土
）
�
当
日
消
印
有
効
�

○
除
斥
投
票
の
集
計
結
果
発
表

７
月
１９
日
（
水
）

（
除
斥
投
票
の
結
果
、
２
名
以
上
の
失
格
者
が
な
か
っ
た
場
合
）

○
学
長
候
補
者
の
最
終
的
確
定
の
公
示

７
月
１９
日
（
水
）

○
除
斥
投
票
の
集
計
結
果
閲
覧

７
月
２４
日
（
月
）

○
学
長
選
挙
会

７
月
２９
日
（
土
）

以

上

本
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
現
学
長
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、「
関
西
大
学
学
長
選
挙
規
程
」
に
基
づ
き
次
期
学
長
選
挙
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
規
程
の
大
綱
は
別
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
学
生
諸
君
は
、
学
長
候
補
者
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
三
人
の
学
長
候

補
者
に
つ
い
て
の
除
斥
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
除
斥
投
票
の
実
施
要
領
及
び
そ
の
投
票
用
紙
な
ど
必
要
な
関
係
書
類
は
、
除

斥
投
票
の
有
権
者
（
上
記
学
長
候
補
者
が
公
示
さ
れ
た
日
に
お
け
る
在
籍
学
生
）
に
対
し
、「
届
け
出
た
住
所
」
宛
に
六
月
二
十
三
日
付

で
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
長
選
挙
が
円
滑
に
進
捗
す
る
よ
う
学
生
諸
君
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
学
部
で
は
、
二
〇
〇
七
年

度
か
ら
、
「
比
較
宗
教
学
専

修
」
と
「
地
理
学
・
地
域
環
境

学
専
修
」
の
二
専
修
を
新
設
し

て
、
総
合
人
文
学
科
一
学
科
十

七
専
修
と
な
る
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
、
フ
ラ
ン
ス

語
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
中
国
語
中

国
学
の
三
専
修
で
は
、
五
年
間

で
修
士
号
取
得
が
可
能
な
「
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

比
較
宗
教
学
専
修
で
は
、
世

界
の
大
部
分
の
地
域
で
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
宗
教
に
注

目
し
、「
国
際
化
時
代
に
必
要
な

宗
教
理
解
」
の
深
化
を
教
育
目

的
と
す
る
。
世
界
の
諸
宗
教
を

幅
広
く
学
ぶ
と
と
も
に
、神
話
、

儀
式
、
占
い
な
ど
も
含
め
た
生

活
世
界
や
宗
教
観
な
ど
も
研
究

対
象
に
加
え
る
。ま
た
地
域
の
祭

り
、儀
式
や
行
事
を
対
象
に
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
。

地
理
学
・
地
域
環
境
学
専
修

で
は
、
従
来
の
地
理
学
分
野
の

教
育
研
究
に
加
え
て
、
「
地

域
」
と
「
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
新
展
開
を
め
ざ
す
。
人
が

生
き
る
自
然
環
境
と
文
化
環
境

を
「
地
域
」
に
注
目
し
て
解
明

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
所

定
の
単
位
を
取
っ
て
「
地
域
環

境
学
コ
ー
ス
」
を
卒
業
す
れ

ば
、
測
量
士
補
の
資
格
が
取
得

で
き
る
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
未
修
外
国
語
の
基
礎

能
力
を
必
要
と
す
る
三
専
修
が

実
施
す
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、「
早
期
卒
業
制
度
」を
利
用
し

た
学
部
三
年
に
修
士
二
年
を
結

合
し
て
、
効
果
的
で
効
率
的
な

五
年
一
貫
教
育
を
実
現
す
る
。

学
生
は
、
留
学
や
研
修
を
組
み

込
ん
だ
履
修
モ
デ
ル
に
沿
っ
て

学
習
し
、
所
定
の
優
秀
な
学
業

成
績
を
修
め
る
こ
と
を
条
件

に
、
修
士
課
程
に
進
学
す
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
担
当

教
員
の
設
置
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

研
修
合
宿
、
留
学
生
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
授
業
の
実
施
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
と

い
っ
た
教
員
免
許
の
複
数
取
得

を
希
望
す
る
学
生
に
も
、
余
裕

の
あ
る
履
修
が
可
能
と
な
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
募
集
は
出
願
時

点
で
行
う
。
最
初
の
募
集
は
、

二
〇
〇
七
年
度
の
一
般
入
試
Ａ

・
Ｓ
・
Ｓ
２

日
程
に
お
い
て
行

い
、
各
専
修
十
人
ず
つ
を
募
集

す
る
。

（
文
学
部
長

芝
井

敬
司
）

一
般
入
学
試
験
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
二
月
の
第
一
日

曜
日
に
、
全
学
部
が
一
斉
に
行

う
全
学
部
日
程
と
し
て
、
Ｓ
日

程
を
設
定
し
て
き
た
。
二
〇
〇

七
年
度
の
入
学
試
験
で
は
、
二

月
の
第
一
土
曜
日
に
、
も
う
一

つ
の
全
学
部
日
程
と
し
て
、
Ｓ
２

日
程
（
文
系
学
部
・
総
合
情
報

学
部
）、
Ｅ
日
程
（
理
工
系
学

部
）
を
設
定
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
二
月
に
実
施
す
る
一
般
入

学
試
験
で
は
同
一
学
部
で
三
回

（
文
学
部
は
四
回
）
の
受
験
機

会
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
Ｓ
日
程
・
Ｓ
２

日
程

・
Ｅ
日
程
に
お
い
て
、「
津
（
三

重
県
）」
試
験
地
を
新
た
に
設
置

す
る
。

セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
験
に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月

に
誕
生
す
る
新
学
部
が
実
施
す

る
と
と
も
に
、
経
済
学
部
が
セ

ン
タ
ー
後
期
を
新
た
に
実
施
す

る
な
ど
、利
用
方
式
を
拡
充
す

る
。詳

細
は
六
月
中
旬
発
行
の

「
進
学
ガ
イ
ド
」
で
。

※
政
策
創
造
学
部
は
構
想

中
。
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
・

環
境
都
市
工
学
部
・
化
学
生

命
工
学
部
は
届
出
手
続
中
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

経
済
学
部
は
二
〇
〇
七
年
度

入
学
生
か
ら
、
従
来
の
一
学
部

一
学
科
制
を
「
一
学
部
四
専
修

制
」
に
移
行
す
る
。
こ
れ
は
、

経
済
・
社
会
の
複
雑
化
・
多
様

化
の
中
で
、
求
め
ら
れ
る
教
育

も
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
き
て
い
る
た
め
、
専
修
制
を

取
り
入
れ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に

学
部
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
専
修
制
の

も
と
で
入
学
し
た
学
生
は
、
一

年
次
に
は
共
通
の
教
育
を
受
け

な
が
ら
、
そ
の
過
程
で
自
分
に

あ
っ
た
専
修
を
見
出
し
、
二
年

次
に
な
っ
た
際
に
各
専
修
に
分

属
す
る
。
三
年
次
か
ら
は
、
専

修
ご
と
に
経
済
学
演
習
（
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
）
が
始
ま
る
。

「
経
済
戦
略
専
修
」
で
は
経

済
学
を
理
論
的
か
つ
、
体
系
的

に
学
び
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
と
マ

ク
ロ
経
済
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た

演
習
を
行
う
。「
社
会
経
済
専

修
」
で
は
産
業
や
地
域
、
歴
史

等
を
学
び
、
学
際
的
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
演
習
を
行
う
。
な

お
、
こ
の
専
修
内
に
は
産
業
経

済
コ
ー
ス
、
世
界
経
済
コ
ー

ス
、
歴
史
思
想
コ
ー
ス
の
三
コ

ー
ス
を
設
定
す
る
。「
ビ
ジ
ネ
ス

会
計
専
修
（
定
員
五
十
人
）」
で

は
会
計
や
経
営
、
起
業
に
つ
い

て
学
び
、
公
認
会
計
士
の
資
格

を
取
り
た
い
、
将
来
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
へ
進
学
し

た
い
と
い
っ
た
学
生
を
対
象
に

演
習
を
行
う
。「
イ
ン
タ
ー
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
専
修
」
に
は
、
国
際

・
地
域
文
化
研
究
コ
ー
ス
（
定

員
三
十
人
）
と
人
間
文
化
研
究

コ
ー
ス
（
定
員
三
十
人
）
の
二

コ
ー
ス
を
設
け
る
。
こ
の
専
修

で
は
、
幅
広
い
観
点
か
ら
経
済

や
社
会
を
学
び
、
そ
の
た
め
の

演
習
を
設
置
し
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ

す
。

（
経
済
学
部
長

森
岡

孝
二
）

千
里
山
で
グ
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
パ
ス

六
月
十
七
日
（
土
）
十
時
〜

十
六
時
の
間
、
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
高
校
生
を
対
象

に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
Ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」

を
開
催
す
る
。
事
前
予
約
は
不

要
で
、
時
間
内
は
入
退
場
自
由

と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
参
加

者
を
待
っ
て
い
る
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

■ 一般入学試験
試験地

�＋�

�＋�＋�

�＋�

�＋�＋�

�

■ センター利用入学試験
試験地

―

�＋�

―

�

�大阪・東京・金沢・名古屋・和歌山・姫路・岡山・広島・高松・福岡
�浜松・京都・神戸・徳島・松山・小倉
�札幌・仙台・津・滋賀・松江

学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
政策創造学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
法学部
文学部
経済学部
社会学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
法学部
文学部
経済学部
社会学部
政策創造学部

文学部

文学部

学部
経済学部
社会学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
総合情報学部
商学部
法学部
文学部
政策創造学部
全学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
政策創造学部
総合情報学部
文学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
政策創造学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部

試験日

個別学力検査
は課さない

個別学力検査
は２月８日�

個別学力検査
は課さない

�B plusセンター方式�
個別学力検査
は３月３日�
�センターplus E方式�
個別学力検査
は３月４日�

試験日
２月１日�

２月２日�

２月５日	
２月６日

２月７日�
２月８日�

２月４日�

２月３日�

２月５日	

２月３日�

３月３日�

３月４日�

１
月
２０
日
�
・
２１
日
�

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

日程

Ａ日程

Ｓ日程

Ｓ２

日程

Ｄ日程

Ｅ日程

後 期
Ｂ日程

種別

セ
ン
タ
ー
前
期

セ
ン
タ
ー
中
期

セ
ン
タ
ー
後
期

学学

長長

選選

挙挙

をを

公公

示示

２２００００７７年年かからら２２つつのの新新専専修修
文文学学部部・・入入試試時時点点でで

学学部部・・院院５５年年一一貫貫ププロロググララムム
もも募募集集

お

知

ら

せ

来来年年度度かからら経経済済学学部部

４４専専修修制制をを導導入入

入
学
試
験
実
施
概
要
決
ま
る

２００７
年度

試
験
地
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時間�
場所�

時間�
場所�

時間�
場所�

中央グラウンド�

北グラウンド�

東体育館メイン�

中央体育館メイン�

中央体育館サブ�

中央グラウンド�

北グラウンド�

中央体育館メイン�

中央体育館サブ

テ ニ ス 場 �

ソフトテニス場�

そ の 他�

中央グラウンド�

東体育館メイン�

東体育館サブ�

中央体育館メイン�

中央体育館サブ

相 撲 場

高槻キャンパス馬場�

天六キャンパス体育館�

�

そ の 他�

陸上ホッケー�

軟式野球�ソフトボール大会�

バドミントン�卓球�

なぎなた�

テニス�

ソフトテニス�

アイスホッケー　19：00～21：30　浪速スポーツセンター�

ゴルフ　11：00～17：00　有馬ロイヤルゴルフクラブ�

閉会式�アメフト�ラグビー�

古武道�

レスリング�フェンシング�

ハンドボール男女�空手道�拳法�

柔道� 剣道�

相撲�

馬術�

器械体操�

ア－チェリー　10：00～14：00　関学アーチェリー場�

漕艇　11：00～15：30　神崎川�

射撃　12：00～13：00　能勢町ライフル射撃場�

�

【第1日目】6月15日（木）�

【第2日目】6月16日（金）�

【第3日目】6月17日（土）�

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 222110

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 222110

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 222110

開会式� ラクロス�

硬式野球�

バレーボール�

バスケットボール男女�

少林寺拳法�

合気道�

大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�
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新刊の新刊の�新刊の�
受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
安
全
・
安
心
の
で
き
る
地
域

社
会
の
構
築
に
向
け
て
―
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
生
ま
れ
る

信
頼
を
通
し
て
―
」

開
催
日
六
月
十
六
日
（
金
）

十
三
時
〜
十
七
時

会

場
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

Ａ
Ｖ
大
教
室

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
と
な
る
「
自
助
」、「
共

助
」、「
公
助
」
の
相
互
の
展

開
、
身
近
な
生
活
空
間
に
お
け

る
安
全
・
安
心
・
信
頼
の
確
立

に
つ
い
て
考
え
る
。

当
日
は
、
室
崎
益
輝
独
立
行

政
法
人
消
防
研
究
所
理
事
長
の

基
調
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

朝
日
・
大
学
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
社
会
に
お
け
る
見
え
な

い
格
差
」

開
催
日
七
月
八
日
（
土
）
十

三
時
〜
十
七
時

会

場
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
２
学
舎
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００

今
日
的
な
社
会
問
題
の
キ
ー

ワ
ー
ド
「
格
差
」
に
つ
い
て
、

多
面
的
な
角
度
か
ら
、
格
差
意

識
を
是
正
す
る
た
め
の
方
策
を

探
る
。

当
日
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

で
あ
る
鳥
越
俊
太
郎
本
学
客
員

教
授
の
基
調
講
演
、
本
学
の
基

調
報
告
に
引
き
続
き
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
。

い
ず
れ
も
詳
細
は
、
社
会
連

携
推
進
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp���w
w
w
.k
an
sai�

u.ac.jp�ren
k
ei�

）
を
参

照
。
問
い
合
わ
せ
は
社
会
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
�
０６

―

６
３
６
８
―

１
２
４
５
）ま
で
。

（
社
会
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

事
務
室
）

今大会で２９回を数え、本学千里山キャンパス
を中心に開催される総合関関戦がいよいよ本
日、６月１５日から始まる。みなさんの応援を期
待する。

関
西
大
学
生
活
協
同
組
合

が
総
合
学
生
会
館
「
メ
デ
ィ

ア
パ
ー
ク
凜
風
館
」
に
移
転

し
た
こ
と
に
伴
い
、
誠
之
館

一
号
館
を
解
体
し
た
。
そ
の

跡
地
に
は
、
学
生
な
ど
が
自

由
に
憩
う
こ
と
が
で
き
る
空

間
を
創
出
す
る
た
め
、
芝
生

広
場
や
ベ
ン
チ
を
整
備
す

る
。
具
体
的
に
は
、
尚
文
館

前
の
芝
生
広
場
か
ら
の
高
低

差
を
利
用
し
て
、
木
製
ベ
ン

チ
を
階
段
状
に
配
置
す
る
。

ま
た
、
平
坦
な
部
分
の
南

側
に
は
芝
生
広
場
を
設
け
、

北
側
に
は
樹
木
を
植
栽
し
、

そ
の
樹
木
を
縫
っ
て
屋
根
付

ベ
ン
チ
な
ど
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
緑
豊
か
な
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
相
応
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ

を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

（
施
設
課
）

関
西
大
学
外
国
語
教
育
研
究

機
構
お
よ
び
大
学
院
外
国
語
教

育
学
研
究
科
を
母
体
と
す
る「
関

西
大
学
英
語
教
育
連
環
セ
ン
タ

ー
」
の
活
動
が
、
本
格
的
活
動

を
開
始
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
提
案
し
た
教
員
養

成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
学
び
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
英
語
教

員
養
成
―
現
職
教
員
・
大
学
院

生
・
地
域
の
学
校
を
巻
き
込
ん

だ
『
連
環
型
』
教
員
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
展
開
―
」
が
文
部
科

学
省
に
採
択
さ
れ
た
の
は
、
平

成
十
七
年
八
月
二
十
九
日
で
あ

っ
た
。
実
質
的
な
活
動
は
準
備

期
間
を
経
て
十
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
。
場
所
は
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
岩
崎
記
念
館
の
中
に
複
数

の
教
室
を
改
装
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
最
近
は
連
環
セ
ン
タ
ー

主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
関
西
地

区
の
現
職
教
員
が
き
わ
め
て
多

く
な
っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
願

い
は
、
本
学
が
関
西
地
区
を
中

心
と
す
る
こ
の
地
域
の
英
語
教

育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
中
学

・
高
校
を
含
め
て
八
校
と
の
連

携
の
実
践
、七
回
に
わ
た
る
「
協

働
の
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
開
催
お
よ
び
「
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
視
野
に

入
れ
た
企
画
が
一
つ
一
つ
着
実

に
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
で

あ
る
。

今
年
度
に
入
っ
て
岩
崎
記
念

館
へ
の
登
り
口
に
「
関
西
大
学

英
語
教
育
連
環
セ
ン
タ
ー
」
の

標
識
が
建
て
ら
れ
た
。
ス
タ
ッ

フ
一
同
新
し
い
標
識
を
見
な
が

ら
心
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
英
語
教
育
連
環
セ
ン
タ
ー
長

齋
藤

栄
二
）

文
学
部
身
体
運
動
文
化
専
修
・
体
育
学
教

室
で
は
、
上
記
の
日
程
で
公
開
授
業
を
開
催

し
ま
す
。
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
学
生
と
共
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
�
か

ら
だ
�
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
く
で
き
る
授
業
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

※
公
開
授
業
は
、「
地
域
住
民
」
と
「
大

学
」
と
を
結
ぶ
架
け
橋
で
す
。事
前
申
込
・
参

加
費
は
不
要
で
す
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
な
ど
も
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

場

所
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
中

央
体
育
館
・
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
阪
急
電
鉄

関
大
前
駅
下
車

徒
歩
約
十
分
）

問
い
合
わ
せ
文
学
部
身
体
運
動
文
化
専
修

・
体
育
学
教
室

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
４
４
（
中
央
体
育

館
直
通
）

後

援
吹
田
市
教
育
委
員
会

●
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
の
設
置

新
た
に
「
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
高
度
化
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ユ
ニ
ッ
ト
」（
研
究
代
表
者
�
ノ

ー
マ
ン
・
Ｄ
�
ク
ッ
ク
総
合
情
報

学
部
教
授
）が
設
置
さ
れ
た
。こ

れ
で
九
件
目
の
設
置
と
な
る
。

詳
細
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp���w
w
w
.k
an
sai�

u.ac.jp�presiw
eb�pj

unit�index.htm
l

）
に
て

公
開
し
て
い
る
。

●
平
成
十
八
年
度
私
立
大
学
学

術
研
究
高
度
化
推
進
事
業

標
記
事
業
に
、「
高
度
福
祉
社

会
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
に
寄
与
す
る

生
活
支
援
工
学
構
築
の
た
め
の

実
践
的
研
究
」（
研
究
代
表
者�
内

山
寛
信
工
学
部
教
授
）
が
新
規

に
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
今
年
度
学
術
研
究
高
度
化

推
進
事
業
に
採
択
さ
れ
研
究
活

動
を
進
め
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
十
七
件
と
な
っ
た
。

●
平
成
十
八
年
度
サ
イ
バ
ー
キ

ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業（
継
続
分
）

標
記
事
業
に
、「
広
帯
域
網
を

利
用
し
た
中
国
語
教
育
・
中
国

語
研
究
の
実
践
」（
研
究
代
表
者

�
内
田
慶
市
文
学
部
教
授
）
が

選
定
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
前
年
度
に
終
了
し
た

中
国
語
・
日
本
語
教
育
を
テ
ー

マ
と
す
る
事
業
の
研
究
基
盤
を

引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
今

後
、
中
国
語
教
育
に
資
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
さ
ら
な
る
充
実
が

図
ら
れ
る
。

●
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
の
交
付
内
定
状
況

文
部
科
学
省
お
よ
び
独
立
行

政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
か
ら

平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
の
配
分
結
果
が
公
表
さ
れ

た
。
新
規
に
申
請
し
た
件
数
は

二
百
十
件
で
、
そ
の
う
ち
六
十

六
件
の
内
定
を
受
け
、
昨
年
度

の
同
時
期
の
内
定
数
に
比
べ
十

四
件
の
増
加
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
金
額
で
は
昨
年
度
の
八
十

七
・
五
％
に
と
ど
ま
り
、
基
盤

研
究
Ａ
な
ど
大
型
の
も
の
か
ら

中
・
小
型
の
課
題
に
や
や
集
中

し
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
配
分

額
の
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

医
・
歯
・
薬
学
系
大
学
を
除
く
四

年
制
私
立
大
学
の
中
で
は
四
位

（
昨
年
度
は
三
位
）、す
べ
て
の
四

年
制
私
立
大
学
の
中
で
は
十
二

位（
昨
年
度
は
九
位
）と
な
り
、

昨
年
度
を
少
し
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
。
来
年
度
の
巻
き
返
し

に
向
け
て
、
着
々
と
支
援
体
制

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
文
学
部
教
授

木
庭
元
晴
編

著『宇
宙

地
球

地
震
と
火
山
』

（
平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

・
古
今
書
院
・
定
価
二
千
七
百

三
十
円
�
税
込
�
）

○
社
団
法
人
日
本
冷
凍
空
調
学

会◆
平
成
十
七
年
度
日
本
冷
凍
空

調
学
会
賞
「
学
術
賞
」

工
学
部
教
授

石
原

勲

工
学
部
専
任
講
師

松
本

亮

介（
平
成
十
八
年
五
月
十
七
日
）

野
口

太
郎
（
の
ぐ
ち
・
た
ろ

う
�
教
授
）

平
成
十
八
年

五
月
十
八
日
午

前
七
時
十
分
に

死
去
。
六
十
二
歳
。

神
戸
大
学
工
学
部
建
築
学
科

卒
業
。
昭
和
四
十
五
年
本
学
着

任
。平
成
九
年
に
教
授
。専
門
は

建
築
環
境
工
学
。
工
学
博
士
。

開催日 時 間 テーマ

６月２０日（火）
９：００～
１０：３０

「サッカーボールを使ったミニゲーム」
武智 英裕教授

６月２９日（木）
１０：４０～
１２：１０

「ホスピタリティ・トレーニング」
堅本 盛行講師

６月３０日（金）
１０：４０～
１２：１０

「元気でいいとも� こころとからだ
のふれあい広場」

時森美智子講師

７月６日（木）
１０：４０～
１２：１０

「軽やかにリラックス体操を楽しもう」
田村 典子教授

学学
生生
がが
自自
由由
にに
憩憩
うう
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
空空
間間
をを
創創
出出

英
語
教
育
連
環
セ
ン
タ
ー

（
ｅ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
）
の
取
り
組
み

誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠誠之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地をををををををををををををををををををををを整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備

一般の方も奮って参加してください

春学期公開授業

地地
域域
連連
携携
セセ
ンン
タタ
ーー
開開
設設
記記
念念
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

朝朝
日日
・・
大大
学学
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
ズズ
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

※試合時間は変更になる場合があります。

訃

報

平成１８年（２００６年）６月１５日第 ３３６ 号（３）



KUBIC本選会は6月24日（土）にBIGホール
100で開催される。当日は本選会出場者がプレゼ
ンテーションを行い、高校・大学の部それぞれの
優勝、準優勝、優秀賞が決定される。また、
KUBICへの参加高校の中から学校賞も決定される。
学校賞の候補高校は、神戸市立神港高校、京都す
ばる高校、天王寺商業高校、三木北高校、八幡商
業高校である。
また、KUBICでは社団法人関西ニュービジネス

協議会との共催でベンチャー企業の創業者やアン
トルプルナ－を招いたセミナー「起業のススメ」
を開催している。昨年11月にはフランス菓子のア
ンリ・シャルパンティエの創業者蟻田尚邦氏（現
クールアース代表取締役）、今年5月には本学文学
部卒でデリバリー総合サイト「出前館」を運営す
る夢の街創造委員会（株）の中村利江社長が講演し
た。また6月30日（金）にはネット電報事業を営む
（株）ヒュ－モニ－の長谷川博之社長を招く。
K U B I C に関して詳しくはウェブサイト

（http://www.kubic-kandai.com/）を参照のこと。

5月27日13時から19時にわたり、3部構成で
記念式典が開催された。第1部の記念式典は、
千里山キャンパスBIGホール100にて大勢の来
賓や学生の出席を得て、創設100周年記念事業
委員会の井上昭一委員長の開会の辞によりスタ
ートした。はじめに主催者側代表として鶴田
巳商学部長の開会の挨拶があり、続いて森本靖
一郎理事長、河田悌一学長から祝辞が述べられ
た。学外からは、関西学院大学学長の平松一夫
氏、吹田市からは阪口善雄市長の代理として助
役の冨田雄二氏（本学卒業生）による祝辞があ
った。その後、三谷真ゼミの梅本真史さんから
商学部シンボルマークの発表と最優秀者の表彰
式が行われた。もう１つの記念イベントである
KUBIC（ビジネスプラン・コンペティション）
について、6月24日（土）開催の本選出場者
（高校の部5組、大学の部5組）が発表された。
全国から総数848件の応募があったが、ダブ
ル・ブラインド・レビュー方式による厳正な審
査の結果、大学の部の5組は、すべて本学商学
部学生の応募作品となったとの報告が行われた
（シンボルマークおよびKUBICの詳細については
後述）。

第二部は祝賀特別企画として、第一部と同じ
くBIGホール100で記念講演および記念対談が
催された。14時30分からの記念講演の講演者
は大阪商工会議所会頭・大阪ガス会長の野村明
雄氏。「大阪商人のビジネス魂」というテーマで、
「大阪商人はどのようにして生まれたのか」「そ
こではどのような価値に重きが置かれるのか」
「現代に伝え、活かすべき精神は何であるのか」
を論点にして講演が行われた。「民(みん)の力
自助独立」、「進取の気風」、「商人の倫理」とい
う大阪商人が持っていた精神が今まさに求めら
れていると説き、またビジネスリーダーを志す
学生が数多く集う商学部には、大阪商人の企業
家精神が色濃く受け継がれているとし、本学学
生に対する熱い期待が寄せられた。
15時30分からの記念対談ではいずれも本学

商学部で学んだ吉本興業社長の吉野伊佐男氏と
上方落語協会会長の桂三枝師匠のトークが会場
を沸かせた。司会は毎日放送の高井美紀アナウ
ンサー。「吉本のギャラは安いのでは？」という
学生からの質問に、吉野社長が「芸人さんのネ
タのうち」とかわすと、三枝師匠は「安いから
頑張れる」とつっこむ。また、「買収される危険

性は？」との時事ネタの質問には、思いもかけ
ず「昨年、ホリエモンが吉本興業の買収に関心
を持っていた」ことが吉野社長から明かされた。
学生時代の2人の恋愛事情や女子学生の話題で
は、正門前商店街の店のお嬢さんの話や、女子
学生が2人しかいなかった（その内の１人が特
別来賓の佐藤久美子氏）ことなど、幾分恥ずか
しげに話した。
第３部のＯＢ･ＯＧ異業種交流会は、100周年

記念会館ホールで17時から開催された。来賓、
卒業生、在学生、教職員あわせて約420人が一
堂に会し、盛大にパーティーが催された。商学
部卒業生の特別来賓としてJOCオリンピック強
化コーチである佐藤久美子氏を招いた。学生時
代の思い出や、コーチを務めたオリンピック金
メダリスト荒川静香さんの話、そして、後輩へ
のメッセージなどが語られた。
また、会場には14の企業および団体のブース

が設置され、各種PRや試供品の提供などが行わ
れた。協賛企業・団体は、エース、江崎グリコ、
カルビー、キヤノンマーケティングジャパン、
佐川急便、サンスター、サントリー、ダイハツ
工業、田辺製薬、社団法人日本物流団体連合会、
日立電線、マンダム、UCC上島珈琲、ライオン

事務器、である（50音順）。参加した在学生は、
商学部ゼミナール協議会協力による「100枚の
メッセージ（色紙）」に100周年のメッセージを
記したり、ゼミ教員の下に集まったOB・OGた
ちとの懇談ができたこともさることながら、袋
一杯のお土産（企業協賛品）を手に、大喜びで
あった。

関西大学商学部創設 100 周年記念事業
関西大学商学部の前身である商業学科は、1906（明治39）年10月20日、天王寺美術

館を仮校舎として開講された。爾来100年の星霜を経て、今日では関西最古の商学部の
ひとつとして4万5千人を超える卒業生を世に送り出してきた。創設100周年記念事業の
全体テーマは「未来を切り拓く100年のあゆみ」。一世紀の歴史と伝統に新しい息吹きを
吹きこみ、商都・大阪を基盤として、日本で、世界で活躍する人材の育成をめざす。

お
か
げ
さ
ん
で
100
周
年
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
ゅ
う

未来を切り拓く100年のあゆみ
KUBICはKansai University BIz(Business) plan Competitionの略称であり、全国の高校および大学から
ビジネスプランを募集した。特徴は3つある。１つは、「学生の力」というキャッチフレーズにあるように、学
生ユニットメンバーが企画・運営し、学生が応募するという学生主体のイベントである。２つ目に、自由部門
とテーマ部門が設定されている。自由部門は独自の発想でプランニングを行うもので、テーマ部門は江崎グリ
コ、小林製薬、サントリー、日本ハム、マンダムの5社から提供された計3０テーマについてプランを募集し
た。3つ目の特徴として、大学の部の優勝者にはベンチャーの本場であるアメリカ派遣の副賞が授与される。
2005年12月1日から2006年3月7日までの募集期間で、全国から848件の応募があった。審査は学校名・

応募者名を伏せたダブル・ブラインド・レビュー（双方向目隠し）方式で行われ、学内審査員による第1次審
査、学外審査員による第２次審査を経て、記念式典では次の通り高校・大学の部それぞれ5件の本選会出場プ
ランおよび協賛企業賞が発表された。

■高校の部本選通過者
神戸市立神港高校 蓮池 翔太さん 他 計4人
京都すばる高校 外真 弓さん
天王寺商業高校 疋田 里絵さん
三木北高校 水野 花さん 他 計3人
八幡商業高校 藤沢 純子さん

■大学の部本選通過者
関西大学商学部 箭田 遼さん
関西大学商学部 廣山みどりさん
関西大学商学部 秋月 麻衣さん
関西大学商学部 光岡 佑子さん
関西大学商学部 呼子 真悟さん

■企業賞
江崎グリコ賞 天王寺商業高校 村岡麻衣子さん
江崎グリコ賞 小野高校 帆足 太補さん
マンダム賞 関西大学商学部 奥田万喜子さん
小林製薬賞 神戸大学 森川 弘章さん

他 計9人
サントリー賞 関西大学商学部 青山幸之助さん

他 計2人

KUBIC
学生の力

シンボルマーク決定

記念式典開催

在学生および卒業生が商学部への誇りと愛着をよ
り強く抱くための象徴としてシンボルマーク（イメ
ージキャラクターとロゴ）の募集が商学部在学生を
対象に行われた。4月1日から5月1日までの期間に
230のデザインの応募があった。応募作品の中から
審査委員によって5デザイ
ンが選ばれ、学生投票によ
り最優秀作品が選ばれた。
記念式典では入賞作品が

発表された。イメージキャ
ラクター部門は残念ながら
該当作品なし。ロゴ部門で
は工藤雄平さんの作品が最優秀作品として採用され
た。なお、他の４作品の製作者であった塚田淳さん
には佳作として賞金が贈呈された。
関西大学商学部の新しいロゴは、記念式典後にス

テッカーとして配布し、OB・OG異業種交流会で配
布した引出物にも貼付した。ロゴは今後も商学部の
行事やグッズに用いられる予定である。

OB・OG異業種交流会のイベントはジョブインタ
ビュー、ワークショップ、異業種交流会からなる。
その目的は在学生と卒業生のネットワークづくりで
ある。ジョブインタビューでは、昨年末から今年の
1月にかけて商学部在学生が卒業生の職場を訪問
し、「働くこと」や「ゼミでの研究テーマ」につい
て生の声をインタビューした。

インタビューの成果は2月18日にBIGホール100
で開催されたワークショップで12の企業および学
校について報告された。また、ワークショップでは
卒業生３人と就職内定者２人を囲んでフリートーク
も行われた。
記念式典第３部のOB・OG異業種交流会は一連の

イベントの集大成で、14の企業ブースの設営や試
供品配布も学生の手で行われた。100周年を期に在
学生と卒業生のネットワークがより強くなり、関西
大学商学部というアイデンティティが共有されるこ
とが期待される。

おかえんなさい
図書館では、商学部創設100周年を記念した展

示を行っている。「近世・近代における商（あきな
い）の諸相と商学部における学（まなび）の礎」と題
し、5月27日からKUBIC本選会の6月24日（土）ま
で、総合図書館1階展示室で開催中である。
展示内容は、現在のチラシに相当する引札（ひ

きふだ）、江戸時代の書籍、商家の帳場道具類、
明治期の学生募集広告や講義ノート、明治・大
正・昭和初期にかけて用いられていた教科書など
である。なかでも京都で紅花問屋を経営していた
最上屋の「金銀出入帳」は、日本式の会計帳簿で
あり、当時の会計手法を知る上で貴重な資料であ
る。商学部在学生のみならず、全学部生の多くの
来場を期待している。なお、金銀出入帳および商
家道具類は前理事長羽間平安氏から寄贈された。

記念事業のさまざまなイ
ベントは、商学部の教員、
事務職員、そして在学生が
一体となって企画および運
営してきた。KUBIC、記念
式典、OB・OG異業種交流会、シンボルマーク募集では商学部在学生から募ったユニット
メンバーがそれぞれのイベントを担当した。
また、商学部内の学生団体である商学部祭実行委員会や商学部ゼミナール協議会だけで

なく、関西大学放送研究会KBC（異業種交流会およびKUBIC本選会の司会）、映画研究部
（記念式典およびKUBICの映像記録）、落語大学（記念対談での出囃子）、応援団バトン・チ
アリーディング部HELIOS（OB・OG異業種交流会での演技）、アイスホッケー部といった
学生団体の協力も得て、全体の事業が進められてきたことは特筆すべきことである。

記念式典�
おかげさんで１００周年�
これからもよろしゅう�

OB・OG異業種交流会�
おかえんなさい�

KUBIC�
学生の力�
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-symbol mark design-

鶴田 巳商学部長による挨拶

佐藤久美子氏

吉野伊佐男氏と桂三枝師匠

OB・OG
異業種交流会

FACE!! symbol mark design

いまや日本でも有数の経済・経営・商学系学部のひと
つに成長した関西大学商学部。これまでの一世紀にわた
る歴史と伝統を引きつぎ、「品格ある柔軟なビジネス・リ
ーダーの育成」という学部教育の理念を実現すべく、未
来に向けてたえず改革と努力を重ねている。
第１に、商学部は本学の学是である「学の実化」を体

現するともいえる学部である。ビジネスの最前線と商学
の発展との調和をめざしている。第２に、社会と学部学
生のニーズに応えるカリキュラムの整備をたえず追求し
ている。第３に、大学院商学研究科や新たに設立された

会計専門職大学院と連携して研究者や高度専門職業人の
育成を図っている。第４に、各界で活躍する4万5千人余
のOB・OGのネットワークの発展と緊密化をすすめる。
「百川学海」・「百川帰海」。小さな流れが大きな河に

変化し、果てしない海を形成する。道を不断に学んでい
けば、いつかは大道に至る。また、一人ひとりの卒業生
が、大きな流れとなって合一する。現役学生、OB・OG、
教職員が不断に学び、大学の発展に向けて力をあわすな
らば、必ずや大きな発展のうねりが生み出されると確信
する。 （商学部長 鶴田 巳）

商学部のいっそうの発展をめざして

100周年記念事業のウェブサイト：http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_com/blog/

関西大学商学部
創設100周年記念事業

キックオフミーティング

記念事業を
運営・協力、
支えた人たち

天王寺美術館の仮校舎

野村明雄氏
OB・OG異業種交流会

（４）平成１８年（２００６年）６月１５日第 ３３６ 号（５）



［大 学］
(１)大学教育職員の定年延長制度改善（平成
19年度）

(２)全学共通科目の導入(新カリキュラムの
発足)

(３)高槻駅前キャンパス構想の推進（平成
21年度までに認可申請予定）

(４)ユニバーシティ・ガバナンスの再構築等、
総合的かつ抜本的な対応策の検討（平成
20年10月 第16期理事会発足に向けて）

(５)政策創造学部の開設（平成19年４月）
(６)各学部における教育改革
①法学部教育体制の抜本的見直し
②文学部の専修充実（比較宗教学、地理
学・地域環境学の２専修を追加）
③経済学部の専修制導入（２年次分属方
式）
④商学部教育体制の見直し（カリキュラ
ム改革、アカウンティングスクールと
の連携、高大連携に対応した入試強化
対策など）
⑤社会学部教育体制の充実（例えば、イ
ンターメジャーコースなど）
⑥総合情報学部の再編
・総合情報学部に３つの「系」を導
入（メディア情報、社会情報シス
テム、コンピューティング）
・総合情報学部に複合領域としての
「系」を新設

⑦工学部の再編
・３学部（システム理工学部・環境
都市工学部・化学生命工学部）へ
の再編（平成19年４月）並びに理
工学府（仮称）設置による統合的
教育体制の構築
・理工学基礎教育センター（仮称）
及び理工学教育研究支援センター
（仮称）の設置

(７)小学校教員養成課程の設置
(８)大学院における教育改革等
①文学研究科後期課程の改革（９専攻制か

ら総合人文学専攻１専攻多専修制へ）
②文学部・文学研究科５年一貫教育プロ
グラム（スペシャリスト・プログラム）
の実施（学部を３年間で早期卒業＋修
士２年）
③経済学部・経済学研究科の早期卒業
（学部３年、修士２年）の検討
④商学部・商学研究科における５年一貫
教育制度（学部４年、修士１年）の実施
及び早期卒業（学部３年、修士２年）の
検討
⑤外国語教育学研究科前期課程における
現職教員対象１年修了制度の導入（平
成19年4月）
⑥商学研究科の組織改革（平成19年度
入学対象）
⑦社会学研究科の組織改革（平成20年
度入学対象）
⑧工学研究科における教育体制の充実
（カリキュラム再編など）
⑨本学法務研究科（法科大学院）修了者を
後継研究者として養成する制度の検
討、教員組織の充実及び新司法試験対
策の充実

(９)心理学研究科の設置（平成20年４月開
設予定）

(10)入学定員の戦略的見直し検討
(11)シニア層への教育の展開
(12)「国際交流の新たな展開－Globalizing
Kandaiをめざして－」の推進

(13)IT化の推進・IT環境の整備充実
(14)キャンパスグランドデザインに基づく学
内施設の戦略的整備
①第１学舎１号館の建替
②第２学舎２号館の建替
③第４学舎３号館（仮称）の建築

［高等学校・中学校］
(１)大学との密接な連携のための具体的事項
の実践、検討

(２)シラバスの導入による開かれた効果的授
業の展開

(３)体験型授業の導入
［幼稚園］
(１)幼稚園活性化プランの推進（継続）

経営理念・基本方針
を達成するためのロ
ードマップ。基本方針
の【経営事項】【教学事
項】の各項目から優
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学校法人関西大学第15期理事会は、平成
17年５月12日に、「関西大学の経営理念・
基本方針－『強い関西大学』の構築に向け
て－」を学内外に公表した。

「経営理念」においては、「『知』の世紀を
リードし、新しい『公共』を創造する 力
漲る21世紀型総合学園」をスローガンに掲
げるとともに、各設置学校における方針を
明確に打ち出した。
中でも、関西大学が目指すべき個性・特

色として、「教育」「研究」「社会貢献」を本
学に課せられた３つの使命と位置づけたう
えで、これからの社会をリードする創造性
に富んだ人材、国家・社会の形成に主体的
に参画する強い関大人を育成することを決
意した。

この経営理念を実現する上で必要となる
さまざまな政策を実行するために、経営事
項・教学事項それぞれの「基本方針」を策
定した。とりわけ、財政基盤の安定を経営
の根幹ととらえ、組織・人事、施設・設備、
ＩＴ基盤などの各機能が経営理念の実現を
下支えするとの考えに基づき、経営、教学
が中長期的に目指すべき具体的基本方針を
策定した。
教学事項の基本方針には、平成17年１月

の中央教育審議会答申「我が国の高等教育
の将来像」に掲げられている７つの機能の
うち、総合大学である関西大学が「個性輝
く大学」として特色を明確化すべく、答申
で示された機能を取捨選択する形で盛り込
んだ。
一方、ユニバーシティ・ガバナンスの強

化として、平成17年４月の私立学校法の改

正に伴い、理事会を最高意思決定機関とし
て位置づけ、かつ理事長を最高執行責任者
とすることで権限を明確化した。それに先
立ち、同年１月より「学校法人関西大学に
おける中長期戦略構想策定体制」を立ち上
げ、経営と教学が一体となった意思決定シ
ステムを導入し、以降、この「中長期戦略
構想策定体制」に基づき、法人の経営戦略
上の重要事項については、その構想段階よ
り、経営と教学が一体となって慎重に協議
検討のうえ、推進を図っている。

中長期戦略構想策定体制のもとに検討を
行った結果、新たに推進すべき施策につい
ては、行動計画に組み込むとともに、翌年
度の予算編成を行う上で、「予算編成方針」
にも盛り込み、財政的展望に裏打ちされた
中長期総合事業構想を策定することが極め
て重要である。
「経営理念・基本方針」は、本学が進むべ
き方向性を表すものである。一方、「行動計
画」については、時代や社会の変化、学内
外の情勢などを総合的に勘案し、更新して
いくべきものである。

「関西大学の経営理念・基本方針－『強い関西大学』の
構築に向けて－」（平成17年５月12日理事会承認）について

経営理念及び基本方針を達成するための
行動計画について

１　経営理念について

３　行動計画について

中期４年の計画（平成19～22年度）
（検討中のものを含む）

［大 学］
(１)創立120周年記念事業の実施
(２)教養教育を主とした学部教育改革
(３)フレックスコースとデイタイムコース
の全学的統合

(４)教務センター・研究支援センターの開
設及び開設に伴う事務組織改革

(５)学部長・機構長と研究科長の兼務
(６)学部における教育改革
①文学部の専修充実（英米文化、芸術
学美術史、心理学、映像文化、文化
共生学の５専修を追加）

(７)大学院における教育改革等
①法学研究科における５年一貫教育制
度（学部４年、修士１年）の実施及び早
期卒業（学部３年、修士２年）の検討

②文学研究科前期課程における現職教
員対象１年修了制度の導入
③工学研究科前期課程を３専攻に再編
（システムデザイン、ソーシャルデザ
イン、ライフ・マテリアルデザイン）
④工学研究科前期課程システムデザイ
ン専攻に応用自然科学分野を設置
⑤工学研究科後期課程10専攻を総合工
学専攻に統合
⑥法務研究科（法科大学院）における
教育体制の充実（カリキュラム改正）
と在学生への十分な学習環境の提供

(８)キャンパスグランドデザインに基づく
学内施設の戦略的整備
①第１学舎５号館（仮称）の建築

(９)東京センターの移転・拡充
［幼稚園］
(１)幼稚園活性化プランの推進

経営理念及び基本方針を達成するためには、ロードマップ（改革行程表）およびマスター
プランを戦略的に策定し、中長期計画から年度計画につなげていく必要がある。
戦略的とは、経営理念・基本方針に基づく行動計画案について、時代に即応する形で優先

順位を付し、実行に移すことである。
行動計画の対象期間としては、短期（１年）、中期（４年）の２つの枠組みを設けた。そ

のうち、短期１年の計画については、今年度中に実行に移すため、不退転の決意をもって推
進するべき事項である。また、中期４年の計画については、中長期的視点に立ち、個々の行
動計画が相乗効果を発揮しながら学園の発展に結びつくようにするための施策である。
なお、中期４年の計画のうち、平成19年度実施予定の事項については、平成19年度予算

編成方針に盛り込むことを原則とし、計画的に事業を推進する体制を確立する。
短期１年の計画（平成18年度）及び中期４年の計画（平成19年度～平成22年度）につい

ては、以下のとおりである。

短期１年の計画（平成18年度）

これらの行動計画を着実に実現させるとともに、今後も継続して改革に向けた取り組
みを実施する。そのためには、基本方針（経営事項・教学事項）に挙げている重要事項
のうち、行動計画策定に至っていない事項についても、可及的速やかに検討のうえ具体
的改革に着手し、「強い関西大学」の構築へ向けたさらなる取り組みを今後も継続してい
く。
なお、本学の経営理念・基本方針の詳細については関西大学ホームページ

（http://www.kansai-u.ac.jp/kikaku/ku-keieirinen/top.html）を参照いただきたい。

基づく行動計画について�基づく行動計画について�
「関西大学の経営理念・基本方針」に�「関西大学の経営理念・基本方針」に�平成18年度� こ

の「
行
動
計
画
」は
、平
成
17
年
５
月
に
公
表
し
た「
関
西
大

学
の
経
営
理
念
・
基
本
方
針--

『
強
い
関
西
大
学
』の
構
築
に
向

け
て--
」に
基
づ
き
、本
学
に
お
け
る
経
営
・
教
学
事
項
に
つ
い

て
、学
内
状
況
は
も
と
よ
り
、大
学
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
情

勢
を
も
総
合
的
に
勘
案
し
て
改
め
て
検
討
し
た
結
果
、短
期
１

年（
平
成
18
年
度
）、中
期
４
年（
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
）の
行
動
施
策
と
し
て
更
新
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
総
合
企
画
室
）

２　基本方針について

Ⅱ

Ⅰ

・教学ガバナンスの確立
・教学組織の改革
・教員組織の改革
・学部教育の充実
・大学院の在り方の見直し
・改組・改編など既存学部・学科の改革推進
・重点化による世界水準の研究、研究費
の競争原理制導入と外部資金獲得

・研究支援体制の整備充実及び研究所の統合

・国際交流の新たな展開
・地域連携の推進
・学生・生徒による課外活動の強化支援
・入学試験制度改革
・IT化推進
・産学官連携と知財戦略の推進
・高大連携の推進
・中高大10年一貫教育の検討

・経営ガバナンスの確立
・財政基盤の確立
・全学体制樹立への構成員（学内教職員）
の意識改革
・学生支援の向上及び事務の効率化のた
めの事務組織改革
・ステークホルダーに対する説明責任と
情報の開示

・マーケティングを意識した情報発信
・大学の社会的責任（USR）を意識した
コンプライアンス体制の整備
・大学の危機管理体制の整備
・高槻駅前キャンパス構想の推進
・キャンパスグランドデザインの策定
・幼稚園の経営改善

【
経
営
事
項
】

【
教
学
事
項
】

（６）平成１８年（２００６年）６月１５日第 ３３６ 号
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エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
は
、
自
分
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
意
欲
的
な

学
生
の
み
な
さ
ん
の
社
会
的
自

立
を
支
援
す
る
た
め
に
、さ
ま
ざ

ま
な
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
達
成
の
た
め
有

効
に
活
用
し
て
、
よ
り
よ
い
学

生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
と
『
後

期
開
講
講
座
』
の
受
講
申
込
受

付
を
六
月
二
十
日
（
火
）、
二
十

一
日
（
水
）
以
降
順
次
開
始
し

ま
す
（
左
表
）。

『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
で

は
、
英
語
講
座

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策
コ
ー
ス
、
情
報
処

理
講
座
の
パ
ソ
コ
ン
検
定
四

級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
各
コ
ー
ス
、
公
務
員

講
座
の
教
養
夏
期
集
中
コ
ー
ス

を
開
講
し
ま
す
。

『
後
期
開
講
講
座
』
で
は
、

次
の
講
座
で
募
集
し
ま
す
。

英
語
講
座

九
月
下
旬
に
開
講
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
�
テ
ス
ト
対
策
コ
ー

ス
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�
テ
ス
ト
対
策

コ
ー
ス
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

公
務
員
講
座

将
来
、
国
家
�
種
を
め
ざ
す

一
年
次
生
と
国
家
�
種
・
地
方

上
級
を
め
ざ
す
二
年
次
生
を
対

象
と
し
た
入
門
講
座
、
国
�
・

地
方
上
級
対
策
講
座
既
受
講
者

の
た
め
の
答
案
練
習
講
座
、
そ

の
他
、
心
理
職
対
策
講
座
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
教
養
対
策
講
座

文
章
理

解
・
資
料
解
釈
対
策
コ
ー
ス
お

よ
び
国
�
・
地
方
上
級
対
策
講

座
で
は
、
専
門
得
点
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
１
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

司
法
講
座

法
科
大
学
院
入
試
対
策
講
座

適
性
試
験
対
策
コ
ー
ス
、
現
行

司
法
試
験
対
策
講
座
択
一
答
案

練
習
コ
ー
ス
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

会
計
職
講
座
群

公
認
会
計
士
入
門
、
税
理
士

の
二
講
座
は
十
一
月
か
ら
開
講

し
ま
す
。
税
理
士
講
座
で
は
必

須
科
目
の
簿
記
論
と
財
務
諸
表

論
の
科
目
合
格
を
め
ざ
し
ま

す
。

情
報
処
理
講
座

お
よ
び
そ
の
他

の
講
座

パ
ソ
コ
ン
検
定
三
級
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
、
シ
ス
テ
ム
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
の
各
コ
ー
ス

を
順
次
開
講
し
ま
す
。

他
方
、
資
格
関
連
講
座
で

は
、
社
会
保
険
労
務
士
講
座
と

色
彩
検
定
講
座
一
級
対
策
コ
ー

ス
、
ま
た
今
年
度
か
ら
新
設
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
三

級
対
策
講
座
、
弁
理
士
講
座
論

文
基
礎
・
短
答
式
対
策
コ
ー
ス

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
六
月
か
ら
開
講
し
て

い
る
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講
座

で
も
、
十
月
以
降
の
実
力
養
成

期
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

申
込
受
付
は
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

千
里
山
事
務
室
に
て
、
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
事
務
室
に
て
。
も
ち
ろ
ん
天

六
キ
ャ
ン
パ
ス
の
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
天
六
事
務
室
で
も
申
込
可

能
で
す
。
み
な
さ
ん
の
申
し
込

み
を
待
っ
て
い
ま
す
。

h
ttp���w

w
w
.k
an
sai

�
u.ac.jp�exten

sion�

※各講座・コースの詳細は
講座案内をご覧ください

受付時間
千里山キャンパス
【リードセンター事務室】
１０：３０～１９：００
（２０日、２１日受付開始講座は１２：１０
～）
天六キャンパス
【リードセンター事務室】
１３：３０～２０：００
高槻キャンパス
【高槻キャンパス事務室】
１０：００～１６：００

問い合わせ先
☆千里山キャンパス事務室
�０６―６３６８―０７２１（１０：３０～２０：００）
☆天六キャンパス事務室
阪急千里線・地下鉄谷町線・堺筋線
天神橋六丁目駅�出口徒歩５分
�０６―６３５８―９９０１（１３：３０～２０：００）

久
井
忠
雄
元
理
事
長
の
生
誕

百
年
を
記
念
し
て
、
五
月
二
十

八
日
正
午
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
総
合
学
生
会
館
「
メ
デ
ィ

ア
パ
ー
ク
凜
風
館
」
二
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
「
久
井
忠
雄
先
生

生
誕
百
年
祭
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
森
本

靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌
一
学

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
三
百

人
が
故
人
を
偲
ん
だ
。
久
井
先

生
は
、
昭
和
三
十
八
（
一
九
六

三
）
年
六
月
十
七
日
か
ら
亡
く

な
る
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年

八
月
二
十
四
日
ま
で
、
足
か
け

三
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
り
理

事
長
を
務
め
、
卓
越
し
た
経
営

手
腕
で
戦
後
の
本
学
の
礎
を
築

い
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
私

学
界
の
指
導
者
的
存
在
で
も
あ

っ
た
。
当
日
は
在
り
し
日
の
ビ

デ
オ
映
像
が
放
映
さ
れ
、
ま
た

会
場
の
そ
こ
こ
こ
で
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
、
愛
す
る
母
校
の

た
め
に
全
身
全
霊
を
捧
げ
つ
く

し
た
�
永
遠
の
人
�
の
面
影
を

懐
か
し
ん
だ
。

四
月
二
十
四
日
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
た
「
な
に
わ
・
大
阪
文

化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
棟

の
竣
工
記
念
お
よ
び
本
学
創
立

百
二
十
周
年
記
念
事
業
特
別
展

「
イ
ン
カ
へ
の
道
―
ア
ン
デ
ス

の
秘
宝
―
」
の
来
場
者
数
が
、

最
終
日
の
五
月
二
十
一
日
に
三

千
人
を
突
破
し
、
三
千
人
目
の

来
場
者
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

た
。
二
十
一
日
間
の
会
期
に
お

け
る
総
来
場
者
数
は
、
三
千
四

百
六
十
人
で
あ
っ
た
。

（
博
物
館
事
務
室
）

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

五
月
十
二
日
、�
橋
大
輔
（
文

三
）
さ
ん
が
第
二
十
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
入
賞
に

伴
い
、
文
部
科
学
大
臣
顕
彰
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
五
月
十
四

日
に
行
わ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
オ

ー
プ
ン
三
地
域
対
抗
戦
に
、
�

橋
さ
ん
を
含
め
四
人
が
出
場

し
、
団
体
優
勝
を
収
め
た
。

○
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

五
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
瀬

田
カ
ッ
プ
春
リ
ー
グ
で
一
部
優

勝
を
飾
っ
た
。

○
拳
法
部

四
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た

第
十
回
西
日
本
学
生
拳
法
選
手

権
大
会
で
女
子
が
団
体
優
勝

し
、
男
子
も
団
体
準
優
勝
で
あ

っ
た
。

○
射
撃
部

四
月
二
十
日
に
実
施
さ
れ
た

春
季
全
関
西
学
生
ラ
イ
フ
ル
射

撃
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
個

人
で
は
、
向
田
智
恵
（
社
一
）

さ
ん
が
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
十
�
立

射
六
十
発
競
技
で
優
勝
し
、
山

本
将
之
（
商
四
）
さ
ん
が
ス
モ

ー
ル
ボ
ア
ラ
イ
フ
ル
五
十
�
伏

射
六
十
発
競
技
で
優
勝
し
た
。

ま
た
、
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
団
体
で

も
十
�
立
射
六
十
発
競
技
で
優

勝
し
、
総
合
二
位
と
な
っ
た
。

○
水
上
競
技
部

四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た

第
八
十
二
回
日
本
選
手
権
水
泳

競
技
大
会
女
子
百
�
自
由
形

で
、浦
部
紀
衣（
文
二
）さ
ん
が
二

年
連
続
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

○
馬
術
部

五
月
三
日
か
ら
五
日
に
行
わ

れ
た
第
四
十
一
回
全
関
西
学
生

馬
術
大
会
で
、
大
竹
弘
晃
（
社

三
）さ
ん
が
優
勝
し
、六
月
七
日

か
ら
十
二
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に

て
開
催
さ
れ
た
第
七
回
世
界
大

学
馬
術
選
手
権
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

○
陸
上
競
技
部

五
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た

第
八
十
三
回
関
西
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
奥

博
詞
（
文
四
）
さ
ん

が
、男
子
三
段
跳
で
優
勝
し
た
。

○
レ
ス
リ
ン
グ
部

四
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ

た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
前
原

愛
（
社
二
）
さ

ん
が
女
子
五
十
一
�
級
で
優
勝

し
、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

平
成
十
八
年
度
の
教
育
後
援

会
総
会
が
五
月
二
十
一
日
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

四
千
八
百
二
十
五
人
の
父
母
の

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
十
時
か
ら
、会
長
挨

拶
、前
年
度
の
事
業
・
決
算
報

告
、監
査
報
告
の
あ
と
、
役
員
の

改
選
等
が
行
わ
れ
、
平
成
十
八

年
度
の
会
長
に
は
畑
守
人
氏

が
、
ま
た
監
事
に
は
磯
部
明
良

氏
と
徳
光
弘
介
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
来
賓
の
河
田
悌
一
学

長
と
森
本
靖
一
郎
理
事
長

か
ら
は
祝
辞
を
兼
ね
た
挨

拶
と
父
母
に
対
す
る
講
話

が
述
べ
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
学
部
別

教
育
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
各
学
部
の
教
育
方
針

や
特
色
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
教

員
と
父
母
と
の
間
で
学
習

指
導
や
就
職
問
題
等
に
つ

い
て
熱
心
な
個
人
懇
談
が

行
わ
れ
た
。（教

育
後
援
会
）

開講場所

千里山

天六

天六

千里山

天六

千里山

概 要
TOEIC�受験の基礎力をつけよう
更なるスコアアップをめざして

スコアアップのための基礎力・応用力を
養う

※TOEFL IBTテスト導入時期が不確定な為、講
座内容をＣＢＴ対策の授業に変更する場合があり
ます。授業内容等の詳細はリードセンター事務室
まで問い合わせてください。

パソコンを基礎から学び、最終日には資
格をGET

４級の知識がある方が対象。最終日には
資格をGET

Excel のスペシャリストをめざす

最終日にその場で受験できるマイクロソ
フト社主催の認定資格

ユーザーの立場から情報化を推進する有
望資格

先端技術を支える知的財産のエキスパート

色彩の知識があなたの活躍の場を広げる

ビジネスのオールラウンダーをめざす

業界別クラスで早期に的確な対策を

講座・コース名
ビギナークラス
ステップアップクラス

４組

５組

６組

２組

２組

１組

２組

２組

１組

１組

１組

１組

２組

論文基礎・短答式対策コース

１級対策コース

ビジネス実務法務検定３級対策講座

新聞・ジャーナリストクラス

出版・広告クラス

放送クラス

６５０点目標クラス
５５０点目標クラス
６５０点目標クラス
５５０点目標クラス
７５０点目標クラス
６５０点目標クラス
ＩＢＴ対応クラス

基礎集中クラス

パソコン検定４級コース

パソコン検定３級コース

Excel パーフェクトコース

Excel ２００３

Word ２００３

Excel ２００３Expert

Word ２００３Expert

Access ２００３

システムアドミニストレータ・コース

TOEIC�テスト
対策コース

TOEFL�テスト
対策コース※

マイクロソフト
オフィス スペシ
ャリストコース

弁理士講座

色彩検定講座

マスコミ試験対策講
座（実力養成期～）

英
語
講
座

情
報
処
理
講
座

開講場所

千里山

千里山

千里山

概 要
適性試験の高得点をめざしてトレーニン
グ

直近の短答式試験突破をめざす

早期学習で教養科目を得点源にしよう

公務員へのはじめの第一歩

国�・地方上級合格をめざす

教養科目、主要５科目の択一答案練習講座

心理職公務員の合格をめざす

国�レベルの知識を積み上げる

ビジネスリーダーの必須能力

講座・コース名

適性試験対策コース

択一答案練習コース

教養夏期集中コース
文章理解・資料解釈対策コース

入門講座
数的処理Ａ
数的処理Ｂ
専門得点アップコース１

答案練習講座
Ａ

Ｂ

数的処理

２組

心理職対策講座

３級対策コース

法科大学院入試
対策講座
現行司法試験
対策講座

教養対策講座

国�・地方上級
対策講座

国�対策講座
簿記検定講座

司
法
講
座

公
務
員
講
座

開講場所

千里山

天六

概 要
国�・地方上級合格をめざす

早期学習で現役合格をめざす

税務・会計のプロをめざす

人事・労務のエキスパートをめざす

講座・コース名
苦手科目克服コース
経済原論

公認会計士入門講座

簿記論コース

財務諸表論コース

社会保険労務士講座

国�・地方上級対策講座

税理士講座

公務員講座

久
井
忠
雄
先
生

生
誕
百
年
祭

六
月
二
十
日
、二
十
一
日
か
ら

夏
期
集
中
・
後
期
開
講
講
座
受
付
開
始

盛
大
に
開
催総会を開催

教育後援会

博
物
館
特
別
展�
イ
ン
カ
へ
の
道
―
ア
ン
デ
ス
の
秘
宝
―
�

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

来
場
者
が
三
千
人
を
突
破

６月２０日（火）１２：１０受付開始

６月２１日（水）１２：１０受付開始

受付中の講座

平成１８年度 開講講座の概要

ＮＥＷ

ＮＥＷ

ＮＥＷ

ＮＥＷ

ＮＥＷ

ＮＥＷ

平成１８年（２００６年）６月１５日第 ３３６ 号（７）



オ
カ
リ
ナ

オ
カ
リ
ナ�

オ
カ
リ
ナ

オ
カ
リ
ナ�

オ
カ
リ
ナ

オ
カ
リ
ナ�

オ
カ
リ
ナ�

馬
頭
琴

馬
頭
琴�

馬
頭
琴

馬
頭
琴�

馬
頭
琴

馬
頭
琴�

馬
頭
琴�

ノ
イ
ズ
音
楽

ノ
イ
ズ
音
楽�

ノ
イ
ズ
音
楽

ノ
イ
ズ
音
楽�

ノ
イ
ズ
音
楽

ノ
イ
ズ
音
楽�

ノ
イ
ズ
音
楽�

サ
ム
ル
ノ
リ

サ
ム
ル
ノ
リ�

サ
ム
ル
ノ
リ

サ
ム
ル
ノ
リ�

サ
ム
ル
ノ
リ

サ
ム
ル
ノ
リ�

サ
ム
ル
ノ
リ�

大
学
を
休
学
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
た
と
き

に
、
ロ
ン
ド
ン
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
偶
然
、
こ

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
・
オ
カ
リ
ナ
を
見
つ
け
ま
し
た
。”見
つ

け
た
“と
い
う
よ
り
、”出
会
っ
た
“と
い
う
感
じ
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
手
に
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
当
に
こ
の
楽
器
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
楽
器
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
楽
器
単
体
で
二
重

奏
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
一
九
九
四

年
、
ジ
ョ
ン
・
ラ

ン
グ
レ
ー
と
い
う

方
が
開
発
に
成
功

し
ま
し
た
。
今
で

も
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

製
の
デ
ュ
エ
ッ

ト
・
オ
カ
リ
ナ
を

製
作
で
き
る
の
は
、

世
界
で
も
彼
一
人

だ
け
で
す
。

楽
器
の
力
と
い

う
の
か
、
こ
の
楽

器
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
か
ら
は
、
本
当
に

よ
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
自
然
と
こ
の
楽
器

の
輪
は
日
本
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
日
本
各
地
で
演
奏
す
る
機
会

に
も
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究

科
の
博
士
課
程
後
期
課

程
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、

外
国
語
教
育
学
研
究
科

の
竹
内
先
生
と
一
緒
に
、

工
学
部
の
冬
木
研
究
室

が
開
発
し
た
C
E
A
S

を
活
用
し
た
外
国
語
教

育
の
た
め
の
授
業
環
境

デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
授
業
空
間
を
拡
張
し
、
教
師
と

学
生
を
結
び
つ
け
、
外
国
語
教
育
の
た
め
に

C
E
A
S
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
自
ら
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
開
発

し
な
が
ら
考
え
て
い
ま
す
。

「
音
楽
と
デ
ジ
タ
ル
教
材
開
発
？
」
あ
ま
り
関
係
が

な
い
よ
う
で
す
が
、
実
は
、
教
材
を
開
発
す
る
た
め
に

必
要
な
音
源
を
録
音
し
た
り
、
編
集
・
加
工
し
た
り
す

る
と
き
に
、
音
楽
で
培
っ
た
耳
と
技
術
は
と
て
も
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。
教
材
に
必
要
な
曲
は
、
ゼ
ロ
か
ら
つ

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
と
ば
、
デ
ザ
イ
ン
、
情
報
、
ア
ー
ト
、
教
育
。
そ

ん
な
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ゆ
る
や
か
に
重
な
り
は
じ
め
て

い
る
新
し
い
領
域
を
自
分
の
居
場
所
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
外
国
語
教
育
の
か
た
ち
を
デ
ザ
イ
ン
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
音
楽
す
る
こ

と
」
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」と
い
う
話
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

小
学
校
の
教
科
書
に
も
登
場
す
る
こ
の
話
の
中
に
は
、

馬
の
体
を
使
っ
て
作
っ
た
馬
頭
琴
と
い
う
楽
器
が
出
て

き
ま
す
。馬
頭
琴
は
モ
ン
ゴ
ル
で
広
く
愛
さ
れ
、古
い
歴

史
を
持
つ
モ
ン
ゴ
ル
民
族
を
代
表
す
る
楽
器
で
す
。音

色
は
と
て
も
優
し
く
、そ
れ
で
い
て
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原

が
見
渡
す
限
り
目
の
前
に
広
が
る
よ
う
な
、心
解
き
放

た
れ
る
爽
快
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

演
奏
を
始
め
る
と
、目
を
閉
じ
て
瞼
の
奥
に

草
原
を
感
じ
な
が
ら
、一
つ
一
つ
の
音
に
集
中

し
ま
す
。弾
く
度
に
故
郷
を
思
い
出
す
私
が
、

日
本
に
来
て
初
め
て
自
分
で
作
っ
た
曲
の
タ

イ
ト
ル
は
、「
ふ
る
さ
と
」で
し
た
。日
本
に
留

学
し
て
か
ら
は
、悠
久
の
歴
史
や
遊
牧
民
の
生

活
な
ど
、故
郷
の
文
化
を
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
が
一
層
強
ま
り
、馬
頭
琴
の
音
色
を
通
し
て
、

そ
れ
が
実
現
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

一
月
や
二
月
に
な
る
と
、小
学
校
で「
ス
ー

ホ
の
白
い
馬
」を
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

先
日
あ
る
小
学
校
に
招
か
れ
、演
奏
と
講
演
を

行
い
ま
し
た
。演
奏
を
始
め
る
前
は
賑
や
か
だ

っ
た
子
供
た
ち
も
、演
奏
が
始
ま
っ
た
途
端
、

食
い
入
る
よ
う
に
こ
ち
ら
を
見
つ
め
、耳
を
澄

ま
せ
て
聴
い
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、私
が
家
の
近
く
の
公
園
で
練
習
し
て

い
る
と
、妊
婦
の
方
が
近
づ
い
て
き
て
、お
腹

の
子
ど
も
に
聴
か
せ
た
い
か
ら
も
う
一
曲
演

奏
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。モ
ン
ゴ
ル
で
は
、馬
頭
琴
は
幸
せ
を
も

た
ら
す
も
の
と
し
て
飾
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

く
ら
い
な
の
で
、生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
と
お

母
さ
ん
の
た
め
に
、心
を
込
め
て
も
う
一
曲
演

奏
し
ま
し
た
。

日
本
に
来
て
か
ら
は
、「
モ
ン
ガ
ラ
」
と
い

う
馬
頭
琴
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
て
、各
地
で
演

奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
心
を
揺
さ

ぶ
る
よ
う
な
、そ
し
て
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
、そ
ん
な
音
色
を
奏
で
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

英
語
のn

o
ise

を
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、”騒
音
や

雑
音
と
い
う
よ
う
な
無
意
味
な
音
“と
し
て
和
訳
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
”無
意
味
な
音
“が
ど
う
し
よ
う
も
な

く
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
年
次
生
の
と
き

で
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
ノ
イ
ズ
を
音
楽
と
し
て
捉
え

て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
と
き
に
、

感
動
と
い
う
よ
り
も
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
が
な
い
ほ

ど
の
興
味
が
湧
き
出
て
き
た
こ
と
で
す
。

例
え
ば
ノ
イ
ズ
に
は
、
電
話
や
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
の
電
気
的
雑
音
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
私
が
興
味
を

持
ち
、
使
お
う
と
思
っ
た
の
は
、
蛍
光
灯
の
ノ
イ
ズ
で

し
た
。
試
し
に
、
静
か
な
部
屋
で
耳
を
澄
ま

せ
、
蛍
光
灯
を
鑑
賞
す
る
つ
も
り
で
電
気
を

点
け
た
り
消
し
た
り
を
繰
り
返
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
か
す
か
な
が
ら
何
か
音
が
聞
こ
え
、

暗
闇
と
光
の
繰
り
返
し
が
不
思
議
な
空
間
を

作
り
ま
す
。
私
が
行
っ
て
い
る
蛍
光
灯
を
使

っ
た
ノ
イ
ズ
音
楽
と
は
、
こ
の
音
を
増
幅
さ

せ
、
複
雑
に
点
け
消
し
を
す
る
な
ど
し
て
、

リ
ズ
ム
の
な
い
爆
音
を
作
る
こ
と
で
す
。
こ

の
リ
ズ
ム
の
な
い
音
と
光
の
組
み
合
わ
せ
で
、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
空
間
彫
刻
）
と
も

い
え
る
音
の
世
界
が
広
が
る
の
で
す
。

一
瞬
の
偶
然
で
で
き
上
が
る
こ
の
音
楽
に

は
、
毎
回
違
う
音
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
二

度
と
同
じ
音
は
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、

一
般
的
な
楽
器
の
よ
う
な
練
習
方
法
は
な
く
、

限
ら
れ
た
音
の
中
で
、
そ
の
音
を
ど
の
よ
う

に
組
み
立
て
る
か
、
作
品
に
対
し
て
い
ろ
い

ろ
な
発
想
を
出
す
こ
と
が
練
習
で
す
。

以
前
、
照
明
兼
演
奏
兼
舞
台
装
置
担
当
と

し
て
、
舞
台
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
舞
台
で

は
音
と
と
も
に
蛍
光
灯
を
い
か
に
舞
台
美
術

と
し
て
見
せ
る
か
を
重
視
し
、
舞
台
美
術
の

す
べ
て
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い

ま
し
た
。
空
間
を
作
る
表
現
の
手
段
で
あ
る

蛍
光
灯
の
光
と
音
が
、
ま
る
で
生
き
物
の
よ

う
で
、
見
せ
方
と
音
を
操
る
難
し
さ
と
と
も

に
、
表
現
の
無
限

さ
に
気
づ
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
個
展
を
開
く

な
ど
、
蛍
光
灯
を

使
っ
た
ノ
イ
ズ
音

楽
で
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
新
し
い
表
現

を
生
み
出
し
、
進

化
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

サ
ム
ル
ノ
リ
は
”四
物
遊
“と
書
き
、
四
つ

の
楽
器
で
遊
ぶ
と
言
う
意
味
で
す
。
も
と
も

と
朝
鮮
半
島
の
農
楽
な
ど
が
起
源
に
な
っ
て

い
て
、
一
九
七
八
年
に
ケ
ン
ガ
リ
、
チ
ャ
ン

グ
、
プ
、
チ
ン
の
四
つ
の
打
楽
器
を
用
い
た

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
音
楽
と
し
て
韓
国
に
広

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
四
つ
の
楽
器
に
は
そ
れ
ぞ
れ
音
や
形

を
表
す
言
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
。
軽
快
な
高

い
音
の
ケ
ン
ガ
リ
は
、
音
は
雷
を
、
形
は
星

を
表
し
全
体
を
リ
ー
ド
し
ま
す
。
チ
ャ
ン
グ

は
、
音
は
雨
、
形
は
人
を
表
し
、
両
手
を
使

っ
て
多
様
な
リ
ズ
ム
を
奏
で
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
プ
は
、
音
は
雲
、
形
は
月
を
表
し
、

一
番
低
い
音
で
基
本
と
な
る
リ
ズ
ム
を
刻
み

ま
す
。
チ
ン
の
音
は
風
、
形
は
太
陽
を
表
し
、

ベ
ー
ス
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
サ
ム
ル
ノ
リ
の
演
奏
は
、
楽
譜
を
追

う
の
で
は
な
く
、
音
の
リ
ズ
ム
を
そ
の
ま
ま

覚
え
、
演
奏
中
も
臨
機
応
変
に
変
化
す
る
リ

ズ
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
演
奏
終

盤
に
な
る
と
、
テ
ン
ポ
が
速
ま
り
熱
気
を
帯

び
て
「
ホ
イ
！
」
や
「
オ
ル
ス
！
」
の
よ
う

な
合
い
の
手
も
入
り
、
毎
回
違
っ
た
演
奏
に

な
り
ま
す
。
静
け
さ
、
緊
張
感
、
躍
動
感
、

喜
怒
哀
楽
な
ど
、
全
て
の
感
情
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
サ
ム
ル
ノ
リ
は
、
ま
さ
に
人
生
の

よ
う
な
音
楽
で
す
。

私
が
サ
ム
ル
ノ
リ
に
初
め
て
出
会
っ
た
の

は
、
高
校
生
の
頃
で
し
た
。
そ
の
時
か
ら
、
在
日
コ
リ

ア
ン
と
し
て
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
朝
鮮
独
特
の
リ
ズ
ム
が
ど
こ
か
懐
か
し
く
、

自
分
の
ル
ー
ツ
を
音
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
楽
器
達
に

魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
サ
ム
ル
ノ
リ
は
、
私
が
韓
国
に
留
学
し
て
い

た
時
に
も
現
地
の
人
達
と
私
を
繋
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

言
葉
が
分
か
ら
ず
う
ま
く
会
話
が
で
き
な
か
っ
た
頃
で

も
、
韓
国
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
仲

良
く
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
で
気
持

ち
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
音
楽
を
通
し
て
気

持
ち
を
通
わ
せ
る
こ
と
は
国
や
年
齢
の
違
い
な
ど
関
係

な
く
、
自
然
と
で
き
る
も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

も
う
一
度
韓
国
に
留
学
し
て
、
ま
た
み
ん
な
で
演
奏

を
楽
し
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
学
部
四
年
次
生

松
岡

貴
瑛

文
学
部
四
年
次
生

岡
見

賢

外
国
語
教
育
学
研
究
科
Ｄ
三

住

政
二
郎

モンゴルの草原が見渡す限り目の前に広がるような爽快感

商
学
部
四
年
次
生

劉

国
興

全ての感情が盛り込まれ、人生のような音楽

インスタレーション（空間彫刻）ともいえる音

楽器単体で二重奏ができる

～ユニーク楽器の�
　　ミュージシャンたち～�
～ユニーク楽器の�
　　ミュージシャンたち～�
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本
号
に
お
い
て
、
本
学
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

と
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
大

学
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環

境
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

急
激
な
変
化
の
も
と
で
は

戦
略
が
必
要
と
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
で
何
が
戦
略
を
成
功
に

導
く
か
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
見
解
が
あ
る
。
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
、
戦
略
を
支
え
る
強
み
が

組
織
に
内
在
す
る
こ
と
、
ラ

イ
バ
ル
の
動
き
に
も
敏
感
で

あ
る
こ
と
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
懸
命
に
行
う
こ
と
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
行
う
こ

と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
中
で
脳
が
活
性
化
さ
れ
、

名
案
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ

る
。
多
様
な
方
法
を
用
い
て

変
化
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

（
廣
田

俊
郎
）

�編集後記�

田
村

詩
子
（
た
む
ら
・

う
た
こ
）
教
授

専
門
は
商
法
・
会
社

法
。
主
な
著
書
に
『
取
締

役
・
会
社
間
の
取
引
』（
勁

草
書
房
）
が
あ
り
、
主
な

論
文
に
「
少
数
株
主
の
追

出
・
分
社
に
よ
る
企
業
再

編
成
」、「
企
業
に
お
け
る
不

正
会
計
と
企
業
統
治
―
ド

イ
ツ
に
お
け
る
会
計
監
査

シ
ス
テ
ム
改
革
―
」
な
ど

が
あ
る
。
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